筆記課題
筆記課題
「労務管理の基礎」
	１　作業時間

　　
50分

２　配付資料


問題用紙，解答用紙

３　注意事項

１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

２）問題用紙に入所月、氏名を記入してください。

３）テキスト、ノート等の資料は参照可です。

４）電卓は使用可です。

５）パソコンの使用、インターネットの閲覧は、不可です。

６）試験中質問があるときは挙手してください。

７）解答用紙のみを回収します。



１．次の文章において（　　）の中に適切な言葉を記入せよ。
１）原則、使用者は労働者に休憩時間除いて1日（　①　）時間、1週間に（　②　）時間を超えて労働させてはいけない。（特例措置事業場を除く）

２）使用者は、労働時間が6時間を超える場合は少なくとも（　③　）分、8時間を超える場合は少なくとも（　④　）分の休憩を与えなければならない。

３）使用者が最低限度与えなければならない休日の日数は、毎週少なくとも（　⑤　）日か、4週間を通じて（　⑥　）日以上である。

４）使用者が労働者に対して、法定労働時間を超えて時間外労働や休日労働をさせる場合は、労使協定（いわゆる（　⑦　））を締結し、所轄の（　⑧　）に届け出ならない。

　　その際の延長時間（時間外労働に相当する時間）は、一般労働者の場合、

	期間
	限度時間

	1週間
	　（　⑨　）時間

	1か月
	　（　⑩　）時間

	1年
	　（　⑪　）時間


となる。また、やむをえず、限度時間を超えて時間外労働を行わせざるを得ない特別な事情がある場合には、（　⑫　）を労使協定に定めておくこともできる。
５）使用者は、週の所定労働時間が５日以上の労働者に対して、雇い入れの日から（　⑬　）ヶ月間継続勤務して全労働日の（　⑭　）％以上出勤した場合（　⑮　）日の有給休暇を与えなければならない。

６）常時（　⑯　）人以上の労働者（パートタイム労働者も含まれる）を使用している事業場では就業規則を作成しなければなりません。作成した就業規則は、労働者代表の意見を聞き、その意見書も添付して所轄（　⑰　）に届け出なければならない。　　
７）使用者が労働者を解雇する場合、（　⑱　）日以上前に予告をしなければならない。これが、難しい場合には（　⑲　）を支払った日数分だけ予告期間が短縮される。
８）通常、休日労働と深夜労働が重なった時の割増率は（　⑳　）％以上である。
２．次の文章の内容が正しいものは○、間違っているものは×をつけよ。

①育児休業は父親もとることができる。

②使用者は、毎月の給料を低くしてその分をボーナスとして払うと、時間外手当を低く抑えることができる。

③最低賃金額は、正社員のみに適用され、アルバイトやパートタイムは除外される。
④就業規則に退職金の規定がないのは、法律違反である。

⑤介護休業は、有給扱いにしなければならない。
⑥労働基準監督署は労働基準法の違反に対して、立ち入り、調査だけではなく、逮捕権もある。

⑦休日の変更を事前に指定するのが「代休」で、事後に指定するのが「振替休日」である。

⑧管理職には、すべての割増賃金を支払う必要はない。
⑨基本的に中学生以下の児童を働かせてはいけないが、例外もある。

⑩1か月単位の変形労働時間制をとると、1か月が30日の月であれば172時間まで残業代はいらない。（シフト勤務などで予定したとおり働いた場合）
⑪1年単位の変形労働時間制の場合1日の労働時間の限度は10時間までと決まっている。
⑫裁量労働制は、労働時間の算定は実際の労働時間にかかわらず、労使協定で定めた時間を労働したものとみなす。ただし、採用できる仕事は、厚生労働省で認められたものでなければならない。
⑬賃金は、一定の要件のもと銀行口座に振り込むことは認められているが、家族の口座には振り込めない。

⑭労働時間と脳・心臓疾患発祥の因果関係は時間外労働時間が長くなればなるほど、関係性が強まる。

⑮入社後3日目に解雇する場合、解雇予告は不要である。
⑯労働者は有給休暇の取りたい日を指定できる時季変更権があり、使用者は基本的に拒むことができない。ただし、事業の正常な運営を妨げるのであれば日を変更させる権利がある。
⑰パートタイマーは、年次有給休暇はつかない。

⑱定期健康診断は、常時使用する労働者数が10人未満の事業所は行わなくてもよい。
⑲通勤災害による療養のため休業する期間については、業務災害の場合と異なり、労基法による解雇制限の対象とされていない。
⑳労働契約に明示しきれない内容は、就業規則で補ってもよい。
３．食品加工業を営むＡ会社（常時使用する労働者数：2１５人）における適切な安全衛生管理体制はどれか。記号で答えよ。



４．安全委員会に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。

ア）安全委員会を事故・災害発生時のみ速やかに開催される。

イ）重要議事については記録を作成し、3年間保存しなければならない。

ウ）安全委員会改正のたびに、遅滞なく議事概要を労働者に周知する。

エ）委員会が法定労働時間外に行われた場合には、出席した労働者に対して、使用者は割増賃金を支払わなければならない。

５．以下の説明にあてはまる用語を記入せよ。

①「何が危ないか」を本音で話し合い、危険に気付き合って安全な活動を取るためにおこなう活動。
②事業場にある危険性や有害性の特定、リスクの見積り、優先度の設定、リスク低減措置の決定の一連の手順。

③１件の重大災害発生の背景には、２９件の軽微な事故や災害、３００件のヒヤリ・ハットが存在するという原則。
④作業場の「整理・整頓・清掃・清潔・しつけ」に取り組む活動。

⑤自動体外式除細動器の略で、心室細動を起こした人に電気ショックを与えることで、正常なリズムに戻すための医療機器。

６．労働災害にあたるものは○、あたらないものは×を記入せよ。
①警備員であるAさんが、勤務中に万引き犯を取り押さえようとした際に負傷した。
②従業員のBさんが、私的なことから同僚と口論となって暴行をうけて負傷した。
③業務終了後、会社敷地内で会社のソフトボールクラブの練習中に負傷した。

④通勤経路上で、たまたま出会った友人と喫茶店で1時間ほど雑談してから、家に帰る途中、階段につまずき負傷した。

⑤マイカー通勤の人が通勤途中でガソリンスタンドに寄り、通勤経路上に戻ってから交通事故で負傷した。

７．レヴィンのリーダーシップ類型の説明文である。あてはまる類型名をア）～ウ）の記号で答えよ。
ア）専制型リーダーシップ　　

イ）放任型リーダーシップ　　

ウ）民主型リーダーシップ

①短期的には、他の類型よりも仕事量が多く、高い生産性を得る事が出来る。
②長期的には、メンバーが相互に反感や不信感を抱くようになり、効果的ではない。
③長期的には高い生産性をあげる。また、メンバー間に友好的な雰囲気が生まれ、集団の団結度が高くなる。
④組織の立ち上げ当初や、緊急に意思決定を下す必要がある状況のときに効果がある。
⑤研究開発部門など、部下/集団のレベルが高い専門家集団で効果がある。
８．マズローの欲求５段階説について簡潔に記述せよ。
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